
 

 

平成３０年１月５日朝礼 

施設長 桑原英眞  

 

新年明けましておめでとうございます 

 

 本年もよろしくお願い申し上げます。何かあった時は初心に帰れとよく言わ

れます。目先の仕事にとらわれ過ぎると本来の目標を失いかねないからです。 

 

私たちは「多職種協働」で「介護」というお仕事をプロとして行うように社

会からその使命を与えられております。 

 

私たちはその社会から与えられた使命を全うするために、スタッフ全員が老

健一羊館の理念のもとに結集して「より良い介護を目指して」、一人一人が同じ

方向を向いて心を一つにして、日々実践していく、というのが私たちのお仕事

であります。 

 

「日々新たなり」という言葉があります。マンネリを戒める言葉でもあると

ともに日々の小さな進歩に気づき喜び満足するということでもあります。 

 

「プロとしての介護業務」はまだまだ新しい職業で発展途上にあります。 

ついつい惰性に陥りがちな日々の業務も、このような機会に改めて初心に帰

ることで新たな活力が生まれることでしょう。 

 

スタッフが理念・行動指針・話し合いの３原則を忘れずに力を合わせれば、

一人一人の力は小さくてもその価値は何倍にも大きな力になるでしょう。 

 

本年も昨年同様よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老人保健施設一羊館の理念 

利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！ 

 

一羊館の行動指針 

私たちは、保健・医療・福祉の架け橋のプロに徹します。 

私たちは、利用者の QOL・職員の QOL・健全経営の３立を目指します。 

私たちは、質向上のために日々の小さな工夫を忘れません。 

話合いの３原則：  

①相手の意見は決して否定しないでしっかり聞きます。 

②自分の意見はしっかり言う。ポジティブ表現で言います。 

③正解は一つではないことを自覚して自制します。 


